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小田急電鉄株式会社（本社：東京都新宿区 社長：山木 利満）では、２０１４年３月、喜多見

電車基地内（東京都世田谷区喜多見）と周辺施設に太陽電池パネルを設置し、「再生可能エネルギー

固定価格買取制度」を活用した太陽光発電事業を開始いたします。

これは、国内の環境、資源・エネルギー情勢を踏まえ、再生可能エネルギーである太陽光を

利用した発電事業に取り組むことによって、今後の電力需要に対応するとともに、ＣＯ２排出量を

抑制して環境負荷低減にも貢献していくものです。

喜多見電車基地内や周辺建物の屋上・屋根部分などの未利用スペースに、太陽電池パネルを

計２，５８８枚設置し、年間約５７９，０００ｋＷｈの電力を供給いたします。この電力量は、

一般家庭の約１６０世帯分に相当するものです。運用開始は、２０１４年３月を予定して

おります。

発電した電気は、「電気事業者による再生可能エネルギー電気の調達に関する特別措置法」に

よる「再生可能エネルギー固定価格買取制度」を活用して、東京電力株式会社に売電する予定

です。

太陽光発電事業の概要は、下記のとおりです。

喜多見電車基地周辺に２，５８８枚の太陽電池パネルを設置

太陽光発電事業に参入します
年間発電量約５７９，０００ｋＷｈ（一般家庭約１６０世帯分）

２０１４年３月から運用開始

太陽電池パネル設置イメージ（■部分に太陽電池パネルを設置します）



記

１．実 施 場 所  喜多見電車基地ほか

         （喜多見電車基地内 喜多見検車区・総合事務所屋上、研修センター屋根上）

２．所 在  東京都世田谷区喜多見９丁目

３．発電事業者   小田急電鉄株式会社

４．設 備 概 要   

事 業 面 積 約９，２００㎡

設 置 パ ネ ル 数 ２，５８８枚

発 電 能 力 ５９０．２ｋＷ

年 間 発 電 量
約５７９，０００ｋＷｈ

（一般家庭の約１６０世帯分に相当）

年間ＣＯ２排出削減量 ※ 約２６９ｔ－ＣＯ２

※ ２０１１年度の実績に基づく排出係数（環境省発表）より算出

５．スケジュール （予定）

着   工 ２０１３年 ９月

竣   工 ２０１４年 ２月

運 用 開 始 ２０１４年 ３月

   

以 上


